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安心・安全対策の強化のため
児 童 見 守 り シ ス テ ム を
活 用 す る 考 え は

放射線量の実態把握を
市独自で行う考えは

試行的に導入している学校の
利用状況を分析していきたい

国や都の測定数値が
上 昇 し た 際 に は
適切に対応していく

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
塀
等
の
改
善
に

補
助
制
度
を
新
設
で
き
な
い
か

先

進

事

例

を

参

考

に

調

査

、

研

究

し

て

い

き

た

い

　

文

教

委

員

会

　

厚

生

経

済

委

員

会

　

建

設

環

境

委

員

会

陳
情
第
11
号

文
部
科
学
省
の
「
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
」
を
上
限
と
す
る
「
学

校
の
校
舎
・
校
庭
等
の
利
用
判
断
に
お
け
る
暫
定
的
な
目
安
」
の

撤
廃
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

第
32
号
議
案

府
中
市
立
ふ
れ
あ
い
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

陳
情
第
10
号

放
射
能
対
策
に
関
す
る
陳
情

　
こ
の
陳
情
は
、
児
童
・
生
徒
が
学
校
に
お
い
て
受
け
る
放
射
線
量
に
つ
い
て
、

国
が
目
安
の
上
限
を
事
実
上
年
間
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
し
た
こ
と
に
対
し
、

こ
の
目
安
の
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

　

委
員
か
ら
、「
子
ど
も
た
ち
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
と
い
う
意
味
で
、
本
陳
情

に
つ
い
て
は
採
択
を
主
張
す
る
」「
政
府
は
、
基
準
の
見
直
し
と
子
ど
も
の
被

ば
く
量
の
最
小
化
に
向
け
て
努
力
す
べ
き
で
あ
り
、
暫
定
的
な
目
安
の
撤
廃
は

当
然
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
採
択
を
主
張
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
社
団
法
人
府
中
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
平
成
23
年

４
月
１
日
付
け
で
公
益
社
団
法
人
府
中
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し

た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　

主
な
改
正
内
容
と
し
て
、「
市
立
ふ
れ
あ
い
会
館
の
事
務
室
を
使
用
で
き
る

団
体
の
一
つ
に
社
団
法
人
府
中
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
称
を
公
益
社
団
法
人
府
中
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
改
め
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
後
も
引
き
続
き
同
法
人
が
使
用
で
き
る
よ

う
対
応
す
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
陳
情
は
、
放
射
線
被
ば
く
が
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
る
と
考
え
、
子
ど
も
の
生
活
環
境
を
中
心
に
、
市
独
自
で
大
気
や
水
道
水
、

土
壌
、
農
産
物
な
ど
の
放
射
性
物
質
を
測
定
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
設

け
、
１
日
１
回
測
定
し
、
そ
の
情
報
の
公
表
を
求
め
る
も
の

　

委
員
か
ら
、「
日
々
状
況
が
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
都
か
ら
の
測
定
器
の
貸
し

出
し
を
活
用
す
る
な
ど
、
国
や
都
の
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
を
し
て
い
く
方
が

良
い
と
考
え
、
本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
を
主
張
す
る
」、
一
方
、「
子

ど
も
は
放
射
能
に
対
す
る
感
受
性
が
高
く
、
子
ど
も
へ
の
影
響
は
大
き
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
採
択
を
主
張
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
継
続
審
査
に
付

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

遠
田
　
宗
雄
議
員（
公
明
）　

高
齢

者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
た
ち
な

ど
の
災
害
時
要
援
護
者
に
対
し
安

心
・
安
全
対
策

の
強
化
が
必
要

と
思
う
が
、
東

日
本
大
震
災
後

に
注
目
さ
れ
て

い
る
児
童
見
守

り
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
活
用

す
る
考
え
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
災
害

服
部
　
ひ
と
み
議
員（
共
産
）　

福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
る
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
に
対
す
る
放
射
能
の
心
配

な
ど
市
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

連
日
、
放
射
線
量
の
独
自
測
定

を
決
め
た
自
治
体
の
報
道
が
さ
れ

る
中
、
放
射
線
量
の
実
態
把
握
と

市
民
へ
の
情
報
提
供
を
市
独
自
で

行
う
べ
き
と
思
う
が
、
考
え
を
聞

き
た
い
。

副
市
長　

放
射
線
の
問
題
に
つ
い

て
は
一
つ
の
自
治
体
で
解
決
で
き

る
問
題
で
は
な
い
た
め
、
各
部
署

で
様
々
な
情
報
を
集
め
検
討
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

環
境
安
全
部
長　

一
部
自
治
体
が

実
施
し
て
い
る
測
定
は
、
簡
易
な

調
査
が
多
く
測
定
結
果
に
よ
っ
て

混
乱
が
生
じ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
。
ま
た
、
現
時
点
で
の
国
や
都

の
測
定
結
果
は
い
ず
れ
も
健
康
に

影
響
を
与
え
る
数
値
で
は
な
い
た

め
、
数
値
が
上
昇
し
た
際
に
は
国

や
都
等
と
協
議
し
て
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

他 

節
電
下
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
に
つ

い
て

時
要
援
護
者
を
支
え
る
側
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

教
育
部
長　

児
童
見
守
り
シ
ス
テ

ム
は
、
児
童
の
登
下
校
の
状
況
や

不
審
者
情
報
な
ど
を
保
護
者
の
携

帯
電
話
な
ど
に
通
知
す
る
機
能
が

あ
る
た
め
、
保
護
者
の
安
心
を
確

保
す
る
点
で
有
効
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
は
、
同
シ
ス
テ

ム
を
試
行
的
に
導
入
し
て
い
る
学

校
の
利
用
状
況
な
ど
を
分
析
し
て

い
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

要
援
護
者
に
対

し
て
は
、
市
職
員
を
始
め
地
域
包

赤
野
　
秀
二
議
員（
共
産
）　

市
内

に
は
地
震
等
で
倒
壊
す
る
危
険
の

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
数
多
く

あ
り
、
通
学
路
な
ど
多
く
の
市
民

が
利
用
す
る
道
路
に
面
し
て
い
る

例
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
市
内
に
あ
る
危
険
な

塀
な
ど
の
確
認
を
市
は
行
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
対
応

状
況
を
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

市
内
に
危
険
な

塀
な
ど
が
ど
の
程
度
存
在
し
て
い

る
か
の
確
認
は
し
て
い
な
い
。
対

応
と
し
て
は
、
建
築
物
の
完
了
検

査
を
行
う
際
に
付
属
す
る
塀
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
、
安
全
性
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
更
に
安

全
な
塀
の
普
及
啓
発
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

武
蔵
野
市
や
小
平
市
で
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
改
善
に
補
助
制

度
が
あ
る
が
、
本
市
で
も
同
制
度

を
新
設
で
き
な
い
か
。

環
境
安
全
部
長　

同
制
度
の
新
設

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
な
い

が
先
進
事
例
を
参
考
に
今
後
調
査
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

他 

震
災
か
ら
市
民
の
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
、
さ
ら
な
る
住
宅
耐
震
化
促
進

策
を
求
め
る

　

府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
国

立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
移
転
計
画
に
お
け
る
移

転
先
の
見
直
し
に
関
し
、
議
会
か
ら
の
意
見
書
を
踏

ま
え
、
平
成
23
年
３
月
22
日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
に
市
と
し
て
要

望
書
を
提
出
し
た
。

　

ま
た
、
国
家
公
務
員
宿
舎
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、

計
画
の
中
止
に
関
す
る
要
望
書
を
財
務
大
臣
に
提
出

し
て
い
る
。

　

公
園
予
定
地
部
分
の
土
壌
調
査
に
つ
い
て
は
、
関

東
財
務
局
立
川
出
張
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
予
算

計
上
は
し
て
い
る
が
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り

執
行
の
可
否
は
現
時
点
に
お
い
て
不
明
で
あ
る
等
の

報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

府
中
駅
南
口
Ａ
地
区
の
状
況
に
関
し
て
、
準
備
組

合
で
は
臨
時
総
会
で
組
合
費
に
関
わ
る
規
約
の
変
更

や
平
成
23
年
度
活
動
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
を
審
議

し
、
可
決
、
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
組
合
設
立
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
５
月

26
日
に
都
か
ら
認
可
さ
れ
て
い
る
。

　

保
留
床
の
配
置
案
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
市
民
参

加
の
協
議
会
で
具
体
的
な
検
討
を
行
う
が
、
５
・
６

階
に
は
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
、
６
階
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

と
し
て
会
議
室
や
講
習
室
等
を
設
置
す
る
な
ど
の
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

府
中
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）
は
、
庁
舎
建

設
検
討
協
議
会
か
ら
市
長
に
報
告
の
あ
っ
た
庁
舎
建

設
基
本
構
想
案
を
受
け
、
市
と
し
て
庁
舎
建
設
の
基

本
的
な
方
針
の
案
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
主
な

内
容
と
し
て
、
現
庁
舎
の
課
題
を
耐
震
性
の
欠
如
や

分
散
の
状
況
な
ど
６
つ
の
視
点
か
ら
整
理
し
て
い
る
。

　

新
庁
舎
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
親
し

ま
れ
、
府
中
ら
し
さ
を
受
け
継
ぐ
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
な
る
庁
舎
と
し
た
。

　

新
庁
舎
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
等
か
ら

算
出
し
、
現
段
階
で
は
約
２
万
５
０
０
０
㎡
か
ら

２
万
９
０
０
０
㎡
を
想
定
し
て
お
り
、
今
後
、
よ
り

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

再

開

発

対

策

特

別

委

員

会

市

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

基

地

跡

地

対

策

特

別

委

員

会

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
や
民
生
委

員
、
自
治
会
な
ど
が
対
応
し
て
い

る
が
、
今
後
は
、
支
え
る
側
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
仕
組
み
の
構

築
な
ど
を
研
究
・
検
討
し
て
い
き

た
い
。

▲ 小学校に設置された児童見守りシステム


